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研究成果の概要（和文）：①マルクスの未公開草稿「Books of Crisis」（1857/58）を編集し、その作成過程お
よび理論的内容（とりわけ「ダブル・クライシス」構想）の解明を行い、その集大成として『マルクス・エンゲ
ルス全集（MEGA)』第IV/14巻を出版した。
②マルクスの６部門生産モデル（1868年）の理論的意義を発掘し、マルクスが均衡間の移行過程に関する動学的
考察に多大な理論的関心を持ち続けていたことを解明した。
③ヒックス『資本と時間』における「後期偏奇型」技術変化のシミュレーションを行い、マルクスの「ダブル・
クライシス」構想を合理的に再構成するためには、このモデルが有効であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：① After further elaborating our edition of Marx's unpublished notebooks “
Books of Crisis” (1857/58), elucidating their making process, and historically evaluating of their 
theoretical contents (especially the "double crises" concept), we published as a main research 
output Marx-Engels-Gesamtausgabe (MEGA) Volume IV/14.
② We succeeded in revealing that Marx’s six-sector production model (1868)　aimed at a dynamic 
analysis of the transition process (traverse) between　equilibria, and Marx continued to have a keen
 interest in such medium- and short-term dynamics as transition processes from an old equilibrium to
 a new one resulting from a shock throughout his research process from the Book of Crisis. 
③We simulated the "forward-biased" technical change using the input-output model in Hicks Capital 
and Time, and could show that this model is valid to rationally reconstruct Marx’s analysis of the 
1857 crisis as is found in the "double crisis" concept.

研究分野： 経済理論・経済学説・経済思想
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果について、マルクスの未公開草稿の世界初公刊として海外（ドイツ、デンマーク）で新聞報道や書
評が掲載されたほか、論文が中国語に翻訳されるなどの反響があった。また本研究はマルクスの未公表の草稿の
中に、マルクス独自の「ダブル・クライシス」構想を新たに発掘し、また超長期的な分析には解消されない中短
期的な動学分析の存在を新たに解明するなど、従来のマルクスの景気循環・恐慌理論の経済学史上の位置づけを
見直し，その再評価を迫るものであった。こうした成果は、複数の国際会議での招待講演のほか，分野の有力国
際誌への単著論文4本の掲載、国際共著書4件の公刊によって広く公表された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）本研究課題をめぐる研究動向：マルクスの景気循環・恐慌理論についての従来の研究は，
過少消費説，不比例説，利潤率傾向的低下論など、マルクスの学説の独自性・特異性を強調す
る傾向にあり，他の主要学説との関連・共通性を問う問題意識は希薄であった。 
（2）本研究課題の着想：申請者は，先行する科研費基盤研究（A）「国際的共同研究によるマ
ルクス恐慌論のデジタル・アーカイブの構築」において，1857-58 年のマルクスの未公表の草
稿 Books of Crisis 全 3 巻を編集・出版した。そこで明らかになった事実は，予想に反して，マ
ルクスの中期を代表するこの恐慌研究では，過少消費や，利潤率低下などという「階級的視点」
からの恐慌分析は全く見られないということであり，むしろ 1850 年代前半の好況期に行われ
た巨大な設備投資とその懐妊期間の存在を背景として，恐慌の発現を国際的な一次産品市場
（produce market）と国内の製品市場（industrial market）とのギャップに見出す，いわゆ
る「ダブル・クライシス double crisis」の構想を基礎としていたということである。それはマ
ルクスの景気循環・恐慌理論の経済学史上の位置づけを見直し，その再評価を迫る内容であっ
た。 
 
２．研究の目的 
上述のマルクスの未公表の草稿 Books of Crisis について，そこで発見されたマルクス景気循
環・恐慌観の新事実について，（1）「double crisis」の構想を，景気循環学説の一大潮流である
「過剰投資・過剰資本化説」の中に位置づけることの是非を確定するとともに，さらに（2）
当該学説内部での理論的な種差をモデル分析の手法で明らかにすることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、上記の目的を達成するために，次の４つの方法を採用した。 
（1）新公開草稿におけるマルクス景気循環・恐慌観の発掘・評価 
MEGA の II/4.3 巻、II/11 巻など、初公表された 1867-78 年『資本論』第 2 部・第 3 部草稿の
理論的精査を行い、「double crisis」の構想に見られる中期の Book of Crisis や『グルントリッ
セ』の期間分析が後期の『資本論』草稿にいかに継承されていくかを解明する。 
（2）「過剰投資・過剰資本化説」の再検討 
景気循環学説の一大潮流を形成する「過剰投資・過剰資本化説」を，中期マルクスの「double 
crisis」構想の位置づけを念頭に置いて，再度吟味する。とくにこのグループの代表的著作とし
て、J. Wilson, G. Cassel, A. Spiethof, A. Aftalion, D.H. Robertson, A.C. Pigou, M. Bouniatian, 
F. Lavington らの所説を検討する。 
（3）モデル分析による理論比較 
「double crisis」構想を含めて，「過剰投資・過剰資本化説」の理論的種差を析出するために，
ヒックス『資本と時間』における「後期偏奇型 forward-biased」の投資モデルを用いる。この
モデルは、外生変数の取り方如何により，さまざまな経路のトラヴァースを生み出し，学説間
の種差の理論的含意を析出するうえで，一次接近として有益だからである。とくにヒックス以
降新オーストリア学派によるこのモデルの精緻化、一般化の成果を取り入れつつ、併せてシミ
ュレーションを用いてこのモデルの有効性を明確にする。 
（4）学会報告，専門誌投稿，書籍出版等によるアウトプット 
本研究の最終成果は，欧州経済学史学会（ESHET）その他の国際学会・会議において報告を行う
ほか，分野の有力国際誌への投稿、さらにマルクス恐慌理論に関する英文書籍の刊行によって
研究成果の発信を行う。 
 
４．研究成果 
上記の 4 つの方法に基づいて実施された研究は、それぞれについて下記の成果をもたらした。 
（1）新公開草稿におけるマルクス景気循環・恐慌観の発掘・評価 
①Books of Crisis の理論的意義を評価する作業の一環として、大英図書館においてその典拠
文書のさらなる同定を行い、その成果をベルリン・ブランデンブルク科学アカデミーにおいて
協議し、担当する『マルクス・エンゲルス全集（MEGA)』第 IV/14 巻に反映させ、その完成度を
さらに高めることができた。当巻を 2017 年 5月に出版し、これがマルクスの未公開草稿の世界
初公刊としてドイツで新聞報道やドイツ、デンマークで書評が掲載されるなど国際的な反響を
呼ぶとともに、またこの成果を受けて吉林大学、武漢大学（下記「５．主な発表論文等」[学会
発表]①③④⑩参照）に招かれ招待講演を行った。 
②MEGAII/11巻に所収の『資本論』第二部第２稿の６部門生産モデル（1868年）をBooks of Crisis
の理論的発展として位置づけて再評価を行った結果、この 6部門モデルは、均衡の比較静学の
みならず均衡間の移行過程に関する動学的考察を目指しており、とりわけ自由市場の価格シグ
ナルに誘導されることによる、移行の麻痺（paralysis）を論ずる点で A. Lowe（1974）のトラ
ヴァース分析と接続可能な内容を有することを明らかにした。その成果を、欧州経済学史学会
（ESHET）およびリヨン、東京での国際コンファレンスにおいて発表し（[学会発表]⑤⑦⑧）、
European Journal of the History of Economic Thought（EJHET）誌に単著論文として掲載し
た（[雑誌論文]②④）。なおこの研究成果は、マルクス経済理論の経済学史上の位置づけを見直
し，その再評価を迫るインパクトがある。なぜなら、そこで明らかにされたマルクス経済理論



の未知の側面はいずれも何らかの形で、移行経路（トラヴァース）分析に関わるものであった
からである。つまり、賃金上昇など分配の変化にせよ（6部門モデル）、あるいは技術変化によ
る固定資本形成にせよ（Books of Crisis）、いずれもショックの結果起こる古い均衡から新し
い均衡への収束・非収束という、中短期的ダイナミクスにマルクスが多大な理論的関心を示し
ていたことが明らかになったからである。そして従来の研究は、「理想的平均」状態を分析対象
とし、それが変化する超長期的な運動法則を解明するというマルクス自身の方法論があるため
に、「有機的構成の高度化」「利潤率傾向的低下」といった側面を一面的に強調する傾向にあっ
たが、エンゲルスによって採用されず未公表の状態に残されたマルクスの研究の中には、その
論理には解消されない中短期的な変動分析があり、ヒックス以降の新オーストリア学派のトラ
ヴァース分析に接続可能な豊富な内容を有していたことが明らかになったからである。 
 
（2）「過剰投資・過剰資本化説」の再検討 
①J. Wilson, G. Cassel, A. Spiethof, A. Aftalion, D.H. Robertson, A.C. Pigou, M. 
Bouniatian, F. Lavington らの所説を検討し、それらを固定資本の期間分析による景気循環理
論として系譜化し、その中に中期マルクスの「double crisis」構想を位置づけた。そしてその
成果を国際共著書において公表した（[図書]①）。 
②さらにマルクスの「double crisis」の構想は、1857 年恐慌を分析した同時代の
O.Michaelis や M.Wirth の著作にも見られることを明らかにした。さらに大英図書館にお
ける『工場監督官報告書』の調査、および社会史国際研究所（IISG）でのマルクスのオリ
ジナル草稿の調査から、マルクスの Books of Crisis ないし「double crisis」構想は、
Tooke/Newmarch の『物価史』および『工場監督官報告書』における L. Horner の調査報告
の影響のもとに成立したものであることを明らかにした。つまりマルクスは Books of 
Crisis を作成する直前に、『物価史』に関する詳細な抜粋を行っており、『物価史』が 1856
年までを対象とした景気分析であったことから、マルクスはその分析の続きを 1857 年の新
聞を使って自ら試みた。これが Books of Crisis の作成経緯であった。またマルクスも『物
価史』も『工場監督官報告書』から同一部分を引用している。また「double crisis」の構
想の源泉は Ricardo『経済学及び課税の原理』の機械論に求めることができることも明ら
かにした。これらの成果はいずれも、Books of Crisis 公刊後、同文献に関する世界で最
初の研究成果であり、リヨンにおける国際会議で報告され（[学会発表]⑥）、EJHET 誌（[雑
誌論文]①）、国際共著書（[図書]③）において公表された。 
 
（3）モデル分析による理論比較 
①Hicks『資本と時間』における投入-産出モデルを用いて「後期偏奇型 forward-biased」技術
変化のシミュレーションを行った。その結果、以下のような当初の仮説を検証することができ
た。すなわち賃金を外生変数（成長率は内生変数）とした場合には生産の収縮は、Wilson や Hayek
が想定したように固定資本の建設期間中に起こり（「ハイエク効果」），また雇用成長率を外生変
数（賃金は内生変数）とした場合には価格下落は、マルクスや Aftalion が想定していたように
建設後の充用期間に起こりうるということである。こうして「double crisis」構想に見られる
マルクスによる 1857 年恐慌の分析を合理的に再構成するためには、この Hicks による「後期偏
奇型」技術変化のモデルを用いることが有効であることが明らかになった。この研究成果は国
際共著書において公表された（[図書]①）。 
②上記の Hicks『資本と時間』における投入-産出モデルを用いた分析を行う過程で、今後の研
究に関する以下の展望を得た。技術変化や分配の変化に起因する均衡の移行過程を研究する新
オーストリア学派のトラヴァース分析は、Hicks『資本と時間』以降、B. Belloc, S. Baldone, 
R. Violi, S. Zamagni, F. Nardini らの数学的精緻化によって彫琢されていく。その精緻化の
特徴は、移行経路の解法として Volterra 積分方程式を用いる点にあり、とくに諸変数を不連続
関数として扱う必要がある場合には、加えてルベーグ積分、超関数、ラプラス変換などの数学
的手法が用いられる。恐慌現象を説明する際には諸変数を不連続関数として扱うことは避けら
れないので、「double crisis」構想に見られるようなマルクスの恐慌観を合理的に再構成する
ためには、上記のように精緻化されたモデルを用いた解釈が不可欠である。筆者はすでにこの
課題に取り組んでいるが、今後さらに継続して研究成果を得る計画である。 
 
（4）学会報告，専門誌投稿，書籍出版等によるアウトプット 
本研究の最終成果は，国際学会（ESHET）、複数の国際会議、複数の招待講演において合計 10
回発表されたほか，分野の有力国際誌（EJHET, Metroeconomica, Cahiers d'economie Politique）
への単著論文 4本の掲載、国際共著書 4件の公刊、その他 web 上での論文掲載、ディスカッシ
ョンペーパーの公刊によって広く世界に発信した。もちろん論文、報告はすべて英語による（た
だし一部の共著書は独語）。その結果、著書に対して海外（ドイツ、デンマーク）で複数の書評
が掲載されたほか、論文が中国語に翻訳されるなどの反響があった。 
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